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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 5 月 15 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

記 

                                          （金額の単位：百万円） 

１．平成 21 年 3月期通期業績予想（個別）の修正 

個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

                    売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 134,500 5,600 7,600 4,700 28 円 17 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 128,000 7,900 9,900 4,300 25 円 77 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △6,500 2,300 2,300 △400 － 

増 減 率            （％） △4.8 41.1 30.3 △8.5 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
122,070 7,440 11,162 5,838 34 円 63 銭 

 

２．業績予想修正の理由 

   景気は急激に悪化しつつあることから売上高は減少する見通しですが、主原材料熱延鋼板価格の大幅な高騰によ

る在庫評価益の発生、製販一体となっての経営効率化によるコスト削減、副原材料亜鉛の購入価格下落などの影響

により、営業利益、経常利益は増益となる見通しであります。なお、当期純利益につきましては、平成 20 年 10 月

末時点の時価で有価証券を評価したことの影響により、減益の見通しとなりました。 

 

３．平成 21 年 3月期第 2四半期累計期間業績予想（個別）と実績との差異 

個別業績予想数値と実績値との差異（平成 20 年 4月 1 日～平成 20 年 9月 30 日） 

                    売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 66,200 3,200 4,900 3,200 19 円 18 銭 

今 回 実 績（Ｂ） 67,744 5,358 7,058 3,718 22 円 29 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,544 2,158 2,158 518 － 

増 減 率            （％） 2.3 67.4 44.0 16.2 － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 20 年 3 月期第 2四半期） 
57,642 3,583 6,401 3,493 20 円 68 銭 

 

４．業績予想との差異の理由 

   熱延鋼板価格の高騰について、顧客の一定のご理解が得られ販売価格の改定により増収となりました。 

    増益理由につきましては、上記「２．業績予想修正の理由」と同様であります。 

 

 （注）上記の業績予想数値は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


